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校歌に秘めた願い！ 原点を知ることは、創造のスタートライン

校歌には、学校の哲学が込められています。時代が変わっても、将来に
希望を託す教育を推進するために、校歌の果たす役割は、校訓の理解と共
に重要です。仁高祭で校訓に関する探究を経験した生徒諸君が、「校歌」
に関する基礎・基本事項を知識として定着させることを通して、人生を生
き抜くエールに活用して欲しいと願っています。

仁高校歌は、作詞が中山健（元本荘高校長）、作曲は髙野豊昭（仁賀保
高校教諭）の両先生。畑澤潤一初代校長の依頼を受け、未来への飛躍を願
って、世に送り出した県内屈指の名曲です。髙野豊昭先生は、仁賀保高校
吹奏楽部を全国の頂点に導き、その後も秋田県吹奏楽の発展に寄与した先
生で、新屋高等学校長で退職後も、後進の指導・育成に尽力しております。
ここに、作詞者中山健先生の校歌に秘めた思いを書き綴った、生徒会誌

「鳥海」第２号から「文武の道をめざして」の一部抜粋を紹介します。

まず一番で、清く気高い理想の鏡ともいうべき千古の雪をいただく鳥海を朝夕にあおぎ
見て、世の光なる人となろうという志を燃やそうと呼びかけました。世の光なる人という
のは、世の人々の幸せに役立つということで、こういう人が本当に立派な人なのです。私
達は将来自分相応の人生の役割を果たし、周囲を照らす立派な人になろうと志をもって、
日々誠実と努力を積み重ねてゆく事が大切です。今日、ともすれば人を押しのけてもよい
地位の、いわゆる偉い人になろうという風潮が強いようですけれども、学校に学ぶ目的は、
偉い人になる為ではなくて、立派な人になる為であることを忘れずに頑張っていただきた
いものです。
次の二番では、北風が荒び波しぶく日本海の潮騒を聞きながら奮起し、文武の道に精一

杯頑張ろうと呼びかけました。立派な人になるには、そういう志に生きることと同時に、
それを実現する為の能力個性を掘り出し、それを磨かなければなりません。そして、その
為には、片寄った勉強ではなく、文武の両立をめざして、学業にもスポーツにも強い精神
を持って励まなければならないと思います。戦後の若い人達は、強い精神に基づく新鮮な
意欲と積極的な姿勢に欠けると言われますが、皆さんはどうでしょうか。強く雄々しい日
本海を傍らに控えている仁賀保高校の皆さんは、この海を若人の強い精神のシンボルとし
て、日々の学業に大いに励んでいただきたいものです。
終わりの三番では、白砂の丘に広がる松の緑に囲まれた恵みあふれる校舎で、よき師よ

き友と手をとり合って、母校の誉れを受け継いでゆこうと呼びかけました。ここには、一
番の清き理想と二番の強き心の基盤となる、豊かで明るい学校生活の建設を歌いあげたの
です。
今日の学校では、とかく愛校心が薄れ心の触れ合う場が少なくなりつつあると言われま

すが、仁賀保高校の皆さんは、どうか本校に学ぶ幸せを思い、先生や友達との精神的な交
流を大切に、全校一体となってよりよい学校作りに努め、母校の名誉を一層高め受け継い
でいっていただきたいと思います。 （抜粋の表記等は、一部加筆修正）

また、作曲者髙野豊昭先生も同誌に、仁高生に向け、「精神のよりどこ
ろとしての校歌」と題して苦心談を披露し、エールを送っています。

中山先生のすばらしい詩を拝見し、（中略）こんな大きなスケールの歌詩は、秋田県の
どこの校歌を捜してもないのではないかと感じました。
（中略）校歌というものは、いくらすばらしい曲であろうとくだらない曲であろうと我々
の精神のより所となるものだから、これによって、すばらしい校風を創りあげていくとい
う作業を怠れば、どんな立派な曲も駄目になってしまう。という趣旨を私の心の支えにし、
（中略）皆さんから後輩へと歌い継ぐことで、本当の意味での精神のより所となってくれ
ることを念じてやみません。私も歌います。皆さんも歌ってください。そして、私の力の
およばない所は皆さんの力で補い、すばらしい校歌を作りあげてください。

（抜粋の表記等は、一部加筆修正）
皆さん、校歌誕生の瞬間を共有し、作詞者・作曲者の願いを継承して、

校歌の真髄をかみしめながら、仁賀保高校の未来を牽引してください。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


